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編集後記 

 

本報告集は京都大学大学院工学研究科技術部の 2023年度の活動をまとめたものです。 

2023 年度は 5月 8日に新型コロナウイルス感染症の分類が 5類へと変更され、日常生活における

制限が緩和されたことで、開催形式を対面に戻す研修や技術研究会が増える 1年となりました。コ

ロナ禍の期間に発達したオンライン形式による開催は、場所の拘束を受けずに情報交換できたり学

習機会に触れられたりするという特徴を有していて、この特徴を生かすことで現時点でも廃れるこ

となく、対面形式と共存・棲み分けを行って学びや交流の環境を一層充実させるものとなっていま

す。今後もこれら両形式によって、技術職員のスキルアップや知識の共有が活発に行われるものと

信じています。 

最後に、京都大学大学院工学研究科「技術部報告集（第 21集）」を発刊するに当たり、技術部の

運営でご指導いただいております技術部長をはじめ、教員、事務職員、技術職員の皆様にご協力い

ただきましたこと、広報・編集委員会一同、厚く御礼申し上げます。本報告集をご高覧いただき、

技術部へのご助言や一層のご支援を賜ることができれば幸いです。 

 

2024年 6月 
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